










要約　ヒスチジン血症の新生児マススクリーニングに関する文献の研究設定について批判

的吟味を行い,マススクリーニングの効能と早期発見の効果について検討した。本邦およ

び国際的調査の治療効果に関する文献のうち,治療効果がないと報告している論文の多く

は米国予防医学 Task force の II-3,すなわち介入の有無を問わない多様な時系列研究に

よる根拠を有している。したがって評価に基づく勧告は,分類の D すなわちヒスチジン血

症の新生児マススクリーニングの実施を除外すべき条件を満たす正当な根拠があると考え

られた。


